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要約 : 本研究は� グリ�ン�ツ�リズムを農家の片手間から第二の収入源に成長させ� 田園産業と位置づけ
ることに成功している最新のドイツの動向について� 主としてカタログ資料により把握することを試みたも
のである� ツ�リズムの提供者である農家民宿経営者や推進団体が� 利用者の認識や関心をどのようにマ�
ケティングに反映させているのかについては� 資料分析に加えて現地関係者のヒヤリング等を参考にした�
その概要は以下のとおりである�
� ドイツの人�がグリ�ン�ツ�リズムに持つイメ�ジは家族との休暇旅行であり� 新鮮な空気と清潔
な環境に期待を抱いている� 農家民宿経営者はかなり正確にこのことを理解しており� 適切なマ�ケ
ティングを行っている� また� 推進組織も需要喚起のため利用者の関心を喚起するイメ�ジ戦略を持
ち� 経営者と協力して顧客拡大に努めている�

� 農家民宿が発展した理由のひとつが推進団体による品質等級制度の導入である� 一般の宿泊施設との
比較が可能になったことで顧客に対するサ�ビス等の情報の透明性と利便性が向上し� ビジネスの基
盤が確立された� 農家の経営者は本制度を積極的に導入しているが� 競合に勝つため施設は� 大規模
化� 高級化する傾向が強くなっている�

� 農家民宿の数が一定規模に達した現在� 地域や特性による差別化が求められている� 推進団体も農家
民宿経営者もそれぞれ顧客層に合わせたタ�ゲット�マ�ケティングを行っており� ドイツのグリ�
ン�ツ�リズムはかなり多様化している�

� グリ�ン�ツ�リズムをビジネスとして定着させることができた背景には� 全国�地方レベルの推進
組織や農家民宿経営者が協力してマ�ケットを開発したことがある�しかし�日本との最大の違いは�
ドイツでは個�の農家が経営者としての意識を持ち� 競争優位の精神でビジネスに取り組んでいるこ
とである�
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+� 緒 言

バブルの崩壊を受け� 全国各地のリゾ�ト開発は頓挫し
た� 代わって +33*年代以降に注目され脚光を浴びたのが�
農山村に滞在し� 農業体験を行うグリ�ン�ツ�リズムで
ある� EUの先進事例を取り入れた酪農体験や都市と農村
の交流事業など� 農山村地域振興の一環としてグリ�ン�
ツ�リズムは一定の地位を占めるまでになった� しかしな
がら都市住民の認知度も +0�と低く+�� 全体として捉えれ
ばグリ�ン�ツ�リズムはまだ産業としての基盤も制度整
備もこれからといったところである�
そもそもグリ�ン�ツ�リズムは +31*年代以降� 英国�
ドイツ� フランス� オ�ストリアなどの欧州諸国で発展し
てきた�これらの国�では -*年の経験と実績を踏まえ�時
代のニ�ズに合う新たなグリ�ン�ツ�リズムを模索して
いる� わが国が今後農山村振興の一環としてグリ�ン�

ツ�リズムの推進を試みるとき� 先達の経験から学ぶこと
は多いと思われる�
特に� ドイツでは官民協働の積極的なマ�ケティングが
功を奏し� グリ�ン�ツ�リズムを農家の片手間から第二
の収入源あるいは雇用の場として成長させている� そこで
本論文では利用者のニ�ズのもと� 供給サイドである提供
者および推進組織からみたグリ�ン�ツ�リズム �農家で
休暇を� �Urlaub auf dem Bauernhof� のマ�ケティング
戦略を分析し� ドイツのグリ�ン�ツ�リズムの動向を明
らかにする�また�ドイツ国内でも 1*年代から農家民宿を
始めた地域とドイツ統一後の 3*年代に取り組みを始めた
地域ではその特性にも相違があると思われる� 本研究では
グリ�ン�ツ�リズムの推進組織が発行する農家民宿のカ
タログ分析や調査デ�タの考察により� 地域や導入の時期
がもたらした戦略の違いを明らかにし� わが国におけるグ
リ�ン�ツ�リズム推進への示唆を考えたい�
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,� ドイツのグリ�ン�ツ�リズム
� グリ�ン�ツ�リズムの成立
ドイツでは平均的な勤労者の年間休暇取得は約 0週間と
いわれる,��観光の促進においては�街道をつくり�街道お
よび街道沿いの町や名勝等を一体のものとして観光資源化
する手法が進められてきた� しかし� ツ�リズムの歴史は
古く紀元前まで遡る� ドイツはヨ�ロッパ大陸の中央部に
位置しており� ロ�マ時代から商業や巡礼のため多くの外
国人が行き来した� 今に残るロマンチック街道はその典型
例である� バイエルン州のヴュルツブルクからフュッセン
まで -/* kmにわたる街道沿いの農家が旅行者を泊めたの
がグリ�ン�ツ�リズムの始まりといわれ /**年以上の歴
史がある-�� また SCHO»PPNER �+322� によれば �ドイツで農
家が一般ツ�リストに空き部屋や納屋の一角を貸し始めた
のは +0*年前に遡る� とあり� ドイツには古くからグリ�
ン�ツ�リズムの素地があったことがわかる.�� 民宿を始
める農家が急増したのは勤労者の休暇旅行が一般的となっ
た 1*年代であるが� その背景には� 第一に� 休息やプライ
バシ�を求めて農村を訪れる都市の中産階級の存在があ
り/�� 第二に� 農家経営を高めるための補完措置として酪
農や畜産をツ�リズムと結び付けようとした国の農業政策
があった0�� EUの共通農業政策下で集約化が進み生産性
は向上したが� 一方で� 環境汚染や生物多様性の喪失と
いった環境面への負荷� および大規模経営によって収益性
を高めることが難しい山岳地域や条件不利農業地域の競争
力低下は放置できない事態となっていた� さらに英仏独 -

カ国の中でドイツの農家収入は最も低い注+��このため家族
農業を基本とし� 景観保全� 自然保護� 副収入とトリプル
効果を狙った農家民宿が奨励された� その結果アルプスの
山岳地域を擁するバイエルン州では全国の農家民宿の約半
数が集積するほどになっている� 近年では農家民宿経営は
副収入の手段としてのみではなく� 都会からの雇用の受け
皿としても注目されている1��

� グリ�ン�ツ�リズムの現状
ドイツのツ�リズム市場は +330年現在�約 +,.**億マル
クとみられている2�� ちなみに観光業はサ�ビス業の中で
は商業に次ぐ第 ,の規模で� 国内総生産の約 2�を占めて
いる� ,**,年にホテルや民宿� キャンプ場などベッド数 2

以上の宿泊施設に泊まった旅行者数は +億 +,***万人に達
し� 延べ宿泊数は -億 -,3**万泊であった3�� また ,**.年
の国際観光収入 ,1,0/2百万ドルは世界第 /位の規模で�ド
イツは世界有数のツ�リズム大国である+*�� 年次有給休暇
-+.,日は� フランスの ,/.*日を上回る世界 +位� 年間総労
働時間は世界最短の +,/+1時間の� ツ�リズム推進者から
みるとツ�リズム機会に世界で最も恵まれた国である++��
ドイツ観光連盟 �Deutscher Tourismusverband e.V. 以
下 DTV� によれば国民の 1*�2*�が平均 +-日間の休暇
旅行をしており� その 2*から 3*�が国内旅行である+,��
さらに国内旅行のうち 1,�が休暇旅行と推測され� のべ
+,***万人が農村を訪問している� 農村観光は都市観光に

続く第 ,の人気市場で� 国内旅行の +-.0�を占めており�
かつ潜在需要は ,,-**万件とみられている+-�� 連邦食料農
業省 �Bundesministerium für Verbraucherschutz Ernä-

hrung und Landwirtschaft,以下 BMVEL� によれば農村
滞在者は� +33+年 +,1万人� +331年 ,-2万人� +333年には
,1*万人と着実な伸びが認められた+.�� また BMVELの
,**,年度 �農家で休暇を� 報告書 �Urlaub auf dem

Bauernhof ,**,� でも� +333�,**+年の -年間の農家滞在
者数は +3*万人� ,**.年度は� ,**+�,**-年の -年間に
-,0万人と順調な成長を示しており� どの指標をとっても
農家で休暇という形態のツ�リズムの将来性は高いと推測
される+/��
また� メクレンブルク州やシュレ�スヴィッヒ�ホル

シュタイン州といった新しい連邦州でのツ�リズムの成長
がめざましいのが近年の特徴である� 人口 +,***人に対す
る宿泊数 �+33,年と ,***年の比較� ではメクレンブルク
州が -,/,*から +*,,12と -倍近い増加であったのに対し�
バイエルン州は順位で -位を保ったものの� 0,0*/から
0,*/.と減少している+0��
グリ�ン�ツ�リズムがもたらす経済効果についてはさ
まざまなデ�タがあるが� 水上 �,**,� がドイツ連邦農家
民宿および田園ツ�リズム事業協会 �Bundesarbeits-

gemeinschaft für Urlaub auf dem Bauernhof und

Landtourismus in Deutschland e.V. 以下 BAG� の ,***

年度事業報告書 �Agrarbericht ,***�を紹介している� そ
れによると� 宿泊者が支払った宿泊料金は +332年に 3億
ドイツマルク� 日本円で /.*億円に達し� 農家一軒あたり
では ,1*万円に相当する� ドイツの一世帯あたりの農家所
得が約 .百万円であることを考えると+1�� 農家経営への貢
献度は相当に高いといえる� また� 農村部での飲食や買い
物� 観光など地域への経済効果も大きく約 +*億ドイツマ
ルクに及んでいる� ,**,年度の事業報告書でも .�/�の
伸びが確認されており� かつ� この割合が年	上昇してい
ることから� グリ�ン�ツ�リズムはドイツにおいては成
長産業として根付いていることが見てとれる� 特に� 観光
が盛んなバイエルン州では州の全雇用の -�で州総販売額
の 2�相当の売り上げをあげており� 地域経済に及ぼす影
響の高さを実感できる �表 +��
次に� 旅行者の特性をみる� +33/年には� +�,週間� お
よび ,週間以上の滞在者が 00..�と長期滞在の傾向が顕
著であった�また�年齢層は -*から .*代が 2.�を占めて
いた�グル�プ構成は .人以上が /.�� -人が ,0.+�で+2��
子供のいる -*�.*代の家族が休暇を過ごす場所として利用
していたことがわかる� しかし ,**-年にメクレンブルク
州の �農家で休暇を� 支部が実施した調査によれば� 利用
客の /2..�が長期休暇として当地を訪れていると答えた
が� +週間以上滞在した来訪者は /0..�と� 平均滞在期間
は短縮傾向にある� また� 利用者の特性も子供連れが
-0.0�� カップルの利用が 0,.3�� 単身者が 2.2�と� 従来
のグリ�ン�ツ�リズムの概念からは大きく転換してきて
いることが明らかになった+3��
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-� �農家で休暇を� 提供者のイメ�ジ戦略
� 利用者のイメ�ジ
ドイツ農業協会 �Deutsche Landwirtschafts-Gese lls-

chaft e.V. 以下 DLG� の報告書 Ferien auf dem Bauern-

hof �+331�によれば�人�が農村滞在に持つイメ�ジは家
族で過ごす休暇のための場であり� 最も期待することは新
鮮な空気と清潔な環境であるとしている �表 ,��
また� 農村を訪れた観光客に対する調査 �,**-年農家で
休暇をメクレンブルク州支部が実施� から� 来訪前後にお
ける印象の変化をみることができる� 事前には自然とのふ
れあいや体験プログラムへの期待が挙げられたが� 実際に
滞在してみると� アクティブに動き回るより� 子供と一緒
に過ごせたこと� 農家周辺のハイキングなど� 静的な時間
の使い方への満足度が高いことが明らかになっている �表
-��

� グリ�ン�ツ�リズム提供農家サイドのイメ�ジ戦
略

農家サイドのイメ�ジ戦略を� DLGの ,**0年度カタロ
グ �Urlaub auf dem Bauernhof ,**0�,+�の写真を分析し
明らかにする� DLGは �農家で休暇を� 事業の推進を目的
に� 全国の優良民宿約 +,-**軒をフルカラ� /0*ペ�ジの
カタログで紹介している �図 +�� カタログには写真 +枚を
掲載している農家が +,*,+戸� 複数枚掲載農家が ,1+戸の
計 +,,3,戸が紹介されている� そこで写真を利用者の感性
に訴える構成要素としてとらえ� 利用者のイメ�ジする上
位項目である家族� 自然散策� 休養の -つの視点から� 定
性的な要素として� 子供が遊んでいる� 子供の遊び場があ
る� 家族が写っている� 家族が団欒している� 宿の周囲に
木や森がある� 家が木に囲まれている� 背景に山や森があ
る� 水辺がある� 田園景観が広がっている� 農場や馬場が
ある� 背景に青空が広がっている� 芝生の前庭がある� ベ
ンチがある� 窓に花が飾られている� 花壇や花が写ってい
る� くつろげる室内や整った設備� 瀟洒な家� 素朴な家�
大きな家� さらに� 馬や牛がいる� 小動物がいる� 乗馬を

している� 水泳をしている� スポ�ツをしているなど� -*

項目に分類し +枚と複数の内容を比較した� 要素は認識し
うる範囲の抽出を試みた� その結果 +枚と複数では訴求内
容にかなりの違いがあることがわかった� 上位 /項目で
は� +位の周囲に木や森がある� ,位の青空が広がってい
る� といずれも自然重視の姿勢が抽出されたが� -位以下
は +枚が芝生の前庭や窓の花飾り� ベンチの設置などくつ
ろぎや休養を印象づける一方で� 複数では子供や家族など
人の活動を重視している �表 .��
次に各項目をその地域の自然環境に重点をおいたと思わ
れるもの� 田舎らしい田園景観を訴求していると思われる
もの� 動物とのふれあいやアクティビィ�を重視している
と思われるものなど 2分野に大別した� その結果やはり自
然環境が第 +位であった� ,位以下はかなり様相が異なり�
+枚ものでは新鮮な空気� 癒し� 農家ならではの心づかい
といった� 気分転換や休養に重きをおいたと思われる内容
であった� これはカップルあるいは大人向けに� 休養した

表 + バイエルン州のツ�リズムの規模 �,***年� 表 , 潜在的利用者のイメ�ジと期待

表 - 来訪者の評価 �上位 1項目�

図 + DLGの農家民宿カタログ
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い静かで心温まるもてなしの宿であることをアピ�ルして
いると思われる� 一方� 複数枚ものでは� 子供のいる家族
あるいはグル�プが自然環境とほぼ並ぶ ,位で� -位が動
物や乗馬などのアクティビティ�と� 人と動物のふれあい
が楽しめることを想像させる構成となっている� また� 室
内の設備については� +枚では殆んどみられなかったが�
複数では /�と一定の比重が置かれている �図 ,�� 最小の
スペ�スの場合� 自然環境や癒しを重視し� 紙面に余裕が
あれば人や動物を訴求する傾向は� おおむね利用者のイ
メ�ジに添って関心を喚起する� 効果的なマ�ケティング
といえる�

� 推進組織のイメ�ジ戦略
グリ�ン�ツ�リズムの推進組織は� EUレベルから連
邦政府� 州政府� 町村レベルまで様�である� 官の立場か
らマ�ケティング活動を担う組織としては� 連邦政府環境
局� 州政府環境局� 州商工会議所さらには農業会議所等が
ある� 観光が盛んなバイエルン州にはオ�ストリアやイタ
リアと連携して PR活動を推進するアルプス観光連合や民
間のマ�ケティング会社 �バイエルン�観光�マ�ケティ

ング有限会社� が設立されている� 業界団体としては全国
組織の DLGを筆頭に� BAG� その下部組織 �農家で休暇
を� 連盟 �Landesverbände Urlaub auf dem Bauern-

hof�� 食料農業省普及情報サ�ビス協会 �Der Auswer-

tungs-und Informationsdienst für Ernährung, Land-

wirtschaft und Forsten e.V.�� 農村休暇センタ� �Zent-

rale für Land-urlaub beim Land Schriften-Verlag

GmbH� などが挙げられる� ここでは全国組織の DLGを
取り上げる� DLGは連邦消費者保護食料農業省の外郭団
体で +32/年に設立された� フランクフルトに本部があり�
代�元農業大臣が理事長に就任してきた� 農村のインフラ
整備や農家の収入向上を推進目標としており� 農産物を中
心とする見本市の開催は有名である� +30*年代中ごろから
グリ�ン�ツ�リズムの支援を開始� +300年に DLGの基
準を満たした農家を紹介するカタログの発行を始めた� 当
時の掲載数はわずか -+/戸で� 地域もバイエルン州とヘッ
セン州にとどまっていた� +31,年には品質保証マ�クを制
定し� 2+年以降はマ�クを認可された農家のみを掲載して
いる�
事業の中でイメ�ジを重視したトップ +*民宿の表彰制

度 �DLG-Ferienhof des Jahres� がある� この表彰制度は
DLGが認証する民宿の多様性をアピ�ルするために考案
されたもので� 昨年までに 2回実施されている� 応募の条
件は �農家で休暇を�� �ワイン農家で休暇を� または �田
園で休暇を� のいずれかに加盟しており� かつスポ�ツ�
医療�健康増進� 乗馬� ワイン� 自然ふれあい� 農場体験�
工芸�創作の 1分野から 2以上のメニュ�を提供できるこ
とが条件となっており� 専門委員会による地域選考を経た
後� .名の審査員が +*ケ所を選出する� ,**/年度はドイツ
農村婦人連盟会長 Erika LENZ �ベルリン�� ドイツ中央観
光マ�ケティング部長 Christiante OTTER �フランクフル
ト��農業新聞編集長Mareike PUPPE �ミュンスタ��およ
び DLG検査委員会業務執行役 Claudia JENNEWEIN �ミュ
ンヒワイラ�� が審査にあたった� このコンテストは� 農
家のグリ�ン�ツ�リズム事業に対するモチベ�ションを
向上させる副次効果も持つ� ,**/年の入賞者を表 /に示
す� エリアは連邦全体に分散し� 宿も農家� 田園の家� ワ

図 , 分野別の分析
資料 : Urlaub auf dem Bauernhof Landhäuser &

Landhotels ,**0から著者が作成�

表 . 農家民宿カタログの写真分析結果 �上位 /項目� 表 / トップ +*農家 �,**/年度�
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イン農家と -タイプとも網羅されている� 受賞回数は半数
が初めてであったが� 過去 /回受賞している常連組も ,ケ
所ある� どちらもノルトライン�ウェストファ�レン州の
農家だが� 乗馬の設備が整い� 大人も子供も別�に楽しめ
るメニュ�が盛りだくさんで特徴がある� 農家が個人でこ
れらの施設を新規投資するのは難しいと思われ� 従って�
コンテストにおいては施設やメニュ�を選定の基準として
競うと同じ宿が選ばれる結果となるのであろう�

.� �農家で休暇を� 提供者による
マ�ケティング戦略

� 利用者のニ�ズ
農家民宿に滞在する理由は自然環境やくつろぎのほかに
コスト面での割安感も求められる� ドイツで求められてい
る施設やサ�ビスについて�日本の �財�都市農山漁村交流
活性化機構が BAGの報告書から以下を指摘している� 第
+は�ホテルより手ごろな料金�第 ,は�中級ホテル並の設
備� 第 -ゲストのためのイベント� 第 .農家のてつだい�
第 /が家族的な雰囲気である,-�� プログラムは� メクレン
ブルク州の調査結果が参考になる �表 0�� マリンスポ�ツ
など土地柄が反映されたものもあるが� その他はレクリ
エ�ションニ�ズの一般的な傾向と思われる�
滞在したい宿の種類は� 滞在期間に左右される� 長期休
暇の場合は� 子供を中心に家族で気儘に休養できる環境と
して農場や農村にある自炊式の部屋を希望する� 他方� 短
期では�全くニ�ズは異なり�宿泊は食事付の豪華な施設�

たとえば古城ホテルなどを好み� プログラムも静養や休養
よりアクティビティ�を優先している �表 1��
また� 最近の休暇は短期化� 分散化が進んでいる� ,**-

年におけるメクレンブルク州の実態を概観すると� 夏季休
暇目的の訪問者は /2..�であったが� 通年を通し +週間以
上同州に滞在した旅行者は /1.2�に過ぎない� Ferien auf

dem Bauernhof +331によると� +33.年に +週間以上農家
に滞在した旅行者は 20.2�であったことから� 旅行日数短
期化の傾向がうかがえる,.�� そのため一律に自然や動物と
のふれあい� 家族での滞在といった既成概念にこだわら
ず� それぞれの地域特性に合わせたマ�ケティングが必要
となる� そこで以下に� 顧客の利便性�透明性に対する
マ�ケティングについて� DLGを中心とした推進組織を
概観し� 併せて農家民宿経営者のマ�ケティングについて
考察を加えることとする�

� 推進団体によるマ�ケティング
a� 品質等級制度の導入
農家民宿の発展当初は� 質も設備もサ�ビスもまちまち
であった� 富川 �,***� によれば当時の民宿では �宿泊施
設の +,�に水道がなく� 部屋の -2�が冷水のみで� 半分
が温水つきである� 殆どの農家が浴室を複数の家族で共有
し� 客室も同様である� とあり,/�� 現在主流となっている
自炊型のアパ�トタイプとは隔世の感がある�
農家民宿といえども自然や動物のイメ�ジだけでホテル
との競合に勝つのは難しい� 農家民宿の質が向上し� 一般
に広く受け入れられるようになった背景には� DLGが
+31,年に消費者に安心感を提供する目的で導入した品質
保証マ�クがある� DLGは� +322年ごろから品質管理の
基本項目を定めていたが� ,**,年に DTVの品質管理項目
を適用し� +つ星から /つ星までの等級表示を行うように
なった注.�� これはマ�ケティング戦略の一大転換といえ
る� 農家民宿をホテルなど他の宿泊施設と同等の基準で質
を評価することで利用者に対する説明力や透明性が高まっ
た� しかし一方で� 農家間の競争激化や設備投資の負担増
加が懸念されているのも事実である� 賛否両論あるがバイ
エルン州でも ,**.年 ,月から DTVの品質管理規程を導
入し� .+1会員の部屋貸しタイプ �Privatzimmer� 12およ
びアパ�トタイプ �Ferienwohnung� 3.0に対する等級付
けを行い,0�� さらに BAGも独自のランキング制度を取り
入れるなど� 品質管理の促進は今後一層強化されると思わ
れる� この制度が導入されてわずか -年であるが� 既にバ
イエルン州では 2,.+�が� 本制度を推奨していないメクレ
ンブルク州でも -1./�の農家がこの制度を導入している
�図 -��
際立っていたのは �農家で休暇を� メクレンブルク州の
カタログでは部屋貸しのタイプはゼロという事実である�
�農家で休暇を� バイエルン州のカタログでも部屋貸しの
みの農家は 2/.戸中わずか +3戸しかないことから� 部屋
貸しタイプはドイツでは姿を消しつつあるといってもよ
い� むろんすべての農家が �農家で休暇を� に加盟してい
るわけではないが� BAGの会員が +*,***戸で� ドイツの

表 0 農村休暇での優先プログラム

表 1 滞在期間による嗜好
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農家民宿は ,*,***戸と想定されていることから�約半数が
登録していることになる� この結果は� 全国の動向と一致
していると考えても差し支えない� すなわち +320年およ
び +33.年の調査によれば宿泊施設の利用は� 20年には部
屋貸しが 02�� アパ�トが ,3�であったが� 3.年には
,..+�� 1/.+�と利用者の嗜好がアパ�トに移行した,2��今
回の著者の調査で部屋貸しはバイエルン州にわずか 20件
�2.1�� 残るのみで� 主流はアパ�トタイプの -つ星およ
び .つ星と�高級化が進んでいることが証明された�なお�
DLGのカタログは広くさまざまなタイプの農家を紹介す
る戦略をとっており� メクレンブルク州でも -.件中部屋
貸しのみの表示が ,件� アパ�トと併記が /件あった�

b� タ�ゲット�マ�ケティング
農家の空き部屋を休暇用に貸し出す朝食付の部屋貸しは

+32*年代以降� 自炊型のアパ�ト型に� また� 農家のサイ
ドビジネスは田園ビジネスへと変わっていった� メクレン
ブルクなど後発の州は部屋貸しをスキップし� アパ�トタ
イプを推奨している� また� 近年では競争激化のため� 農
家民宿の数は伸び悩んでいる�バイエルン州では� BAGの
登録会員数は +333年に ,,*,+� ,***年に ,,*.*� ,**+年に
は ,,*.2� ,**,年が ,,*.3とほぼ横ばいで�量から質の時代
に入っている� そのため先行地域を中心に� 体験メニュ�
やサ�ビスに特徴を持たせ差別化を図るためのマ�ケティ
ングが必要となってきた� カタログにもその傾向が反映さ
れ DLGは� 従来の �農家で休暇を� に加え �田園で休暇
を� および �ワイン農家で休暇を� と農村ツ�リズムを -

つのジャンルに分類し� それぞれ個別のカタログを発行し
ている� 農家およびワイン農家は実際に農業を行ってい
る� DLGの �農家で休暇を� ,**0年版カタログは� 地域別
の目次に加え� 乗馬やクナイプ �温冷水浴�� 釣り� ゴルフ
などアクティビティ�別の索引があり� 目的の宿をすばや
く検索できる� また� 農家の特性は� 農業体験民宿� 乗馬
民宿など +3項目で表示されているが �表 2�� 同時に農家�
田園の宿� ワイン農家のいずれかの類型もひと目でわかる

ようになっている� カテゴリ�を大別すると� 乗馬やテニ
ス�釣りなどのアクティビティ�メニュ��ダイエット食�
ガイド付自然観察など農家が提供するサ�ビスに関するも
の� バリアフリ�や会議室� カフェなどの施設に関するも
のの -つになる� 顧客層は大人向け� 家族� 団体あるいは
複数を想定している中で� 身障者� 高齢者� 赤ちゃん連れ
など特定の利用者のためのメニュ�は� 大規模施設との差
別化方策として工夫されているようである�
ドイツの全農家民宿を俯瞰すると� /.*� �重複を含む�
がワイン農家で� 特に� バイエルン州やバ�デン�ビュル
テンブルク州� ニ�ダ�ザクセン州などグリ�ン�ツ�リ
ズムの先行地域には農家民宿の比率が高く� 田園の宿は�
ザクセン� チュ�リンゲン� メクレンブルク州など後発地
域に多い� ワイン農家は殆どがラインラント�プファルツ
州に集中しており� その他ではバ�デン�ビュルテンブル
ク州などに少し見られる程度である� ホテルとの競合に対
抗するべく� 田舎らしさ� 手作り� 動物とのふれあいなど
の工夫と差別化の努力がみてとれるが� 今後はますます
タ�ゲット�マ�ケティングが活発になると予測される�

� 農家によるマ�ケティング
a� 経営戦略
BAG下部組織の �農家で休暇を� 各州支部も DLG同様
フルカラ�のカタログを発行しており� 農家民宿の半数が
集積するバイエルン州のカタログ ,**/�,**0年版には 2/.

戸が� メクレンブルク州 ,**/年版には -.0戸が掲載され
ている �図 .��
以下にバイエルン州およびメクレンブルク州の �農家で
休暇を� カタログにおけるメニュ�を比較し� 地域による

図 - 等級比較 �バイエルン州とメクレンブルク州�
バイエルン州 : 2/.� メクレンブルク州 �MV� : -.1

サンプル
資料 : Urlaub auf dem Bauernhof in Bayern ,**0

および Urlaub auf dem Lande Mecklenburg Vor-

pommern ,**/から著者が作成,1�

表 2 DLGによる農家民宿のカテゴリ�
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農家の経営戦略の相違を分析し� 考察する�
バイエルン州はドイツ最大の面積を持ち� 州都ミュンヘ
ンは世界的なビ�ルの町として知名度が高い� シ�メンス
や BMWなど国際的な大企業の本拠地がある産業都市で
あるとともに� アルペン街道等南ドイツの風光明媚な山岳
リゾ�ト地があり� グリ�ン�ツ�リズム発祥の地といわ
れる� 一方� メクレンブルク州は +3./年� 旧ソ連軍占領下
において� 旧メクレンブルク州とフォアポンメルン州が合
併された� +33*年ドイツが統一されると� メクレンブルク
�フォアポンメルンはドイツ連邦共和国の連邦州となっ
た� ドイツで 0番目に広い面積を持つが� 人口は +,*00万
人 �+-�� と� ドイツでは最も人口密度が低い�
カタログにはバイエルン州が ,+項目� メクレンブルク

州が +3項目のメニュ�を掲載しているが� 共通項目は赤
ちゃん対応� +/名以上の団体受け入れ� 農作業体験などが
約半数の ++である�州独自のものとしては�バイエルン州
がスキ�� 水泳� サウナなど +*項目� メクレンブルク州は
一泊からの受付� 馬同伴� 干草のベッドなど 2項目ある
�表 3��バイエルン州では +位が水泳� ,位が子供の遊び場
で� 次に家畜や農業体験が続いている� 一方メクレンブル
ク州では +位がサイクリング� ,位がペット同伴� -位が一
泊からの受付と� 子供や家族向けの長期滞在よりむしろ�
大人の単身者あるいはカップルに照準を合わせた田園リ
ゾ�トが推奨されており� 両者には明確な違いがみられ
た� また� 農家あたりの提供メニュ�数はバイエルン州の
3.2.に対しメクレンブルク州は ..0と倍近い開きがある�
このことからもメクレンブルク州はホテルに近い宿泊施設
経営を� バイエルン州は家族による長期滞在の宿を志向し
ていることがわかる�

b� インタ�ネットの活用
旅行者の利便性向上のために� 個�の農家が力をいれて
いると思われるのが� インタ�ネットの活用である� メク
レンブルク州では� ,**-年にはカタログよりインタ�ネッ
トを通しての照会が上回っている �+,.+ vs +,.0��,3��バイ
エルン州では� ,**.年中に ./*,***件のアクセスがあり�
一日平均で +,-**件を超えた� インタ�ネットによる予約
も ,**-年の ,-,++0件から ,**.年の ,1,+2,件と +2�の増
加を示した-*�� 旅行代理店を通じた団体客と異なり� 少人
数相手の農家民宿の場合� インタ�ネットは効果的なツ�
ルであろう� �農家で休暇を	連盟支部の積極的な支援もあ

り� ホ�ムペ�ジを開設している農家は両州とも /*�を
上回っている �表 +*��
インタ�ネットの普及状況を国際比較すると次のように
なる�まず�利用人口は� 日本が 0,3.,万人と� アメリカの
+億 0,/1/万人に次ぐ第 ,位であるのに対しドイツは -,,+*

万人で /位である� 普及率では日本が /*.,�� ドイツが
.,.1�とこれも日本が上回っている-+�� ブロ�ドバンド料
金はどうかというと� 総務省平成 +1年度版情報通信白書
�ITU, ,***. .. 3� によれば� 日本は +** kbps当りの費用が

図 . 左バイエルン州� 右メクレンブルク州のカタログ

表 3 バイエルン州とメクレンブルク州の提供メニュ�の比較

表 +* ホ�ムペ�ジの開設状況
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世界で最も安い *.*0ドル�ドイツは ,.11ドルである�イン
タ�ネット環境をみる限り日本のほうが有利であるが� 果
たして日本の何�の農家あるいは民宿がホ�ムペ�ジを
持っているのだろうか� 日本における農家のホ�ムペ�ジ
開設状況のデ�タは不明だが� 財団法人 ,+世紀村づくり
塾がインタ�ネットの利用状況を調査した� デ�タ-,�によ
ると� 農家へのアンケ�トのサンプル数が -3と少ないた
め参考程度にしかできないが� 03�の ,1人がホ�ムペ�
ジを開設している� ただし農産物等の直売が主目的で� 宿
泊受付を目的としたものは見当たらない� 日本での現状で
はグリ�ン�ツ�リズムの窓口は市町村のホ�ムペ�ジが
担うケ�スが多いようである� ドイツでは推進組織のホ�
ムペ�ジと農家自身のホ�ムペ�ジの両輪で積極的にマ�
ケティングを行っており� 個�のビジネス意識が徹底して
いるようである�

/� ま と め

ドイツは世界有数のツ�リズム大国だが� 中でも �農家
で休暇を� は成長産業として注目されている� 本稿では供
給者サイドからみたドイツのグリ�ン�ツ�リズムの動向
を� 主としてカタログ分析によって考察した� その結果�
ドイツの農家民宿経営者は� 利用者のニ�ズを的確に理解
することに努めており� 客のイメ�ジを上手に使って需要
を喚起する戦略を行っていることが明らかになった� ま
た� グリ�ン�ツ�リズムの推進組織は全国レベルから地
区レベルまでさまざまあるが� いずれも農家の経営を向上
させるため� 積極的にマ�ケティングを行っていることも
明らかになった� 中でも ,**,年から導入された品質等級
制度の普及事業は農村ツ�リズムが産業として根付くこと
に大きく寄与した� だが� 休暇の形態も顧客のニ�ズも多
様化している中で� 農家民宿経営が成功しているのは� 業
界のリ�ダ�シップだけに頼らない農家の自立の精神とビ
ジネス感覚にある� 市町村の指導でビジネスモデルを構築
している日本とドイツの決定的な相違は経営者個人の意識
であろう� /*�以上の農家がホ�ムペ�ジを開設し� 直接
客を確保する努力をしていることは国民性の違いもある
が� 日本が今後検討すべき点である� 日本では都市と農村
の交流� 来訪者との心のふれあいなど情緒的な側面が強調
されがちであるが� ドイツのように農家経営の一環として
収益性を高めるために努力を重ねる農家民宿経営者の姿勢
は見習うに値するだろう� 対象が農業や自然であっても�
金銭の授受が伴う観光事業であればビジネスマインドが求
められるのは当然のことで� 産業育成の視点が欠かせな
い�
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注
注+�農家 +戸あたり農業総生産 �+33/年�
イギリス : 1,/-,千円
フランス : .,-+3千円
ドイツ : .,**,千円
EUROSTAT�Statisticsinfocus

注,�MV : Mecklenburg-Vorpommern州�
SH : Schleswig-Holstein州� NW : Nordrhein-West-

falen州� RP : Rheinland-Pfalz州� Baden : Baden-
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und Landwirtschaft (BMVEL), Bonn ,**,

+/� Urlaub auf dem Bauernhof ,**, & ,**. (BMVEL) Bonn

,**,, ,**..

+0� 前出 +,� ,-.

+1� International Financial Statistics ,**+

+2� 富川久美子 �,***�立教観光学研究紀要第 ,号	ドイツにお
ける農村観光と �農家で休暇� 需要	 1/�10.

+3� Mecklenburg-Vorpommern Landurlaub(,**-) Trends,

Chances and Challenges in Rural Tourism, Evaluation

of interviewing rural tourists in Mecklenburg-Vorpom-

鈴江�進士174



mern. .�0.

,*� DLG (+311) Landtourismus aktuell Band ,., Ferien auf

dem Bauernhof : Was wünschen die Urlauber?, ,+.

,+� DLG (,**0) Urlaub auf dem Bauernhof.Landhäuser &
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Trends and Approaches to Marketing

Green Tourism by Farmers and Publicity

Organizations in Germany Based on an

Analysis of Tourism Brochures

By

Keiko SUZUE* and Isoya SHINJI**

(Received May ,/, ,**0/Accepted September /, ,**0)

Summary : The goal of this study is to identify and to recommend an approach for Japan to promote

green tourism. For this purpose, the authors looked at Germany’s experience where green tourism has

become a successful second business for farmers. The analysis focused on the marketing of green

tourism by farmers and publicity organizations that have succeeded in responding to customer

expectations.

The result is summarized as follows :

� Public perception of green tourism is a family trip with an expectation of fresh air and a clean

environment. Farmers understand this well and provide well-suited marketing. Publicity

organizations support farmers by implementing image enhancing programs.

� One of the main reasons why green tourism is so successful in Germany is the introduction of

a quality assurance system by DLG (Deutsche Landwirtschafts-Gesellschaft e.V.). It provides

transparency for visitors when they select hotels and farms. Although farmers are very

active in introducing the system, they are encouraged to invest in the renovation of houses

and facilities. Due to this, traditional farm house accommodation has been replaced by

apartment/cottage type facilities.

� The number of farm houses o#ering green tourism has reached a certain level and farmers are

seeking ways of di#erentiating their business from others. Both farmers and publicity

organizations are focusing their marketing and a wider variety of green tourism is now on

o#er.

� Although the success of green tourism depends on the joint e#ort of farmers and publicity

organizations, the most important factor is that each farmer has a sense of business and a

desire to take advantage of opportunities.

Key words : Germany, Green tourism, Marketing, Farm House Owner, Publicity Organization

*

**

Department of Environmental Symbiotic Studies, Graduate School of Agriculture, Tokyo University of Agriculture

Department of Landscape Architecture Science, Faculty of Regional Environment Science, Tokyo University of Agricul-

ture

鈴江�進士176


